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ⅠⅠⅠⅠ    大気測定結果の概要大気測定結果の概要大気測定結果の概要大気測定結果の概要    

    

１１１１    概概概概    況況況況    

大気汚染物質には、二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質、光化学オキシダントなどがある。

これらの大部分は、工場・事業場等の活動に伴い排出されるばい煙や自動車排出ガスなどが排出源で

あり、大気中の濃度が高くなると人の健康や生活環境に被害をもたらす場合がある。 

 このため、人の健康を保護するうえで維持されることが望ましい基準として、大気汚染に係る環境

基準が、二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質、一酸化炭素及び光化学オキシダントの５物質に

ついて、また、微小粒子状物質に係る環境基準が全国一律に定められている。 

これらの大気汚染物質について、平成 24 年度は一般環境大気（通常人が居住する地域）を 16 測定

局で、道路周辺大気（自動車からの排ガスの影響が大きいと考えられる地点）を７測定局で、大気汚

染防止法に基づく常時監視を実施した。 

 その結果、一般環境大気では、二酸化硫黄（８局）、二酸化窒素（15 局）、浮遊粒子状物質（10 局）

及び微小粒子状物質（６局）について全測定局で長期的評価による環境基準を達成した。光化学オキ

シダントは、16測定局の全てで環境基準未達成となったが、注意報を発令する状況には至らなかった。 

 道路周辺大気では、二酸化窒素（７局）、浮遊粒子状物質（７局）、一酸化炭素（２局）及び微小粒

子状物質（６局）について全測定局で長期的評価による環境基準を達成した。 

 大気汚染物質の過去 10年間の推移を年平均値でみると、一般環境大気では、二酸化硫黄、二酸化窒

素及び浮遊粒子状物質はゆるやかな減少傾向にあり、光化学オキシダントはおおむね横ばいの傾向を

示した。道路周辺大気では、二酸化窒素、浮遊粒子状物質及び一酸化炭素はいずれもゆるやかな減少

傾向を示した。 

 微小粒子状物質（PM2.5）については、平成 24 年度から県内２地点（１地点は長野市が測定）にお

いて成分測定を開始した。４季節（長野市にあっては夏及び冬季の２季）において各２週間試料採取

及び質量濃度を測定し、各日（長野市にあっては採取期間中最も高濃度となった２日分）の炭素成分、

イオン成分、金属成分について成分組成を測定した。 

酸性雨調査については、平成 24 年度は５地点で測定を実施し、全県平均値は pH5.2、pH の範囲は

4.3～6.4 であり、平成 23 年度と比べておおむね横ばい傾向を示した。 

アスベスト環境モニタリング調査については、平成 18 年度から実施しており、平成 24 年度は 13

地点で年２回測定を実施した。 

有害大気汚染物質については、大気汚染防止法に基づき大気の汚染状況を常時監視しており、ベン

ゼン、トリクロロエチレンなど 19 物質についてモニタリングを実施した。平成 24 年度は一般環境６

地点、発生源周辺（事業所の立地が多い地域）１地点、沿道（自動車からの排ガスの影響が大きいと

考えられる地点）２地点で行い、環境基準又は指針値の設定されている 12物質について、全ての地点

で環境基準又は指針値を達成した。 

温室効果ガス・オゾン層破壊物質については、平成 20 年度から測定を開始し、平成 24 年度は７地

点で大気環境中の HFC、HCFC、四塩化炭素及び臭化メチルの濃度測定を実施した。 

特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律（化管法）に基づく届

出されている物質のうち、大気への排出量が多い物質については、平成 21年度から測定を開始し、平
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成 24年度は７地点で濃度測定を実施した。 

ダイオキシン類については、大気中のダイオキシン類の濃度を把握するため、平成 24年度は一般環

境６地点、産業廃棄物焼却施設等の周辺 15地点で環境調査を実施し、全ての地点で環境基準を達成し

た。 

― 2 ―



 

２２２２    測定地点測定地点測定地点測定地点及び及び及び及び測定項目測定項目測定項目測定項目    

平成 24 年度大気測定計画に基づき、一般環境大気及び道路周辺大気の常時監視を実施した。測定地

点及び測定項目は表１、測定地点図は図１のとおりである。 

 

表１表１表１表１ 大気常時監視の測定地点及び測定項目 

区分 測定の種類 測定地点 測  定  項  目 

測定 

機関 

一般 

環境 

大気 

固 定 局 

（16 局） 

環境保全研究所局 

松本局 

SO
2

、NO、NO
2

、SPM、Ox、HC、PM2.5、WD、WS、T、H、その他 

県 

諏訪局 SO
2

、NO、NO
2

、SPM、Ox、PM2.5、WD、WS、T、H 

伊那局、佐久局 

木曽局 

SO
2

、NO、NO
2

、SPM、Ox、PM2.5、WD、WS 

上田局 NO、NO
2

、SPM、Ox、WD、WS、T、H            

中野局 NO、NO
2

、SPM、Ox、WD、WS            

飯田局、大町局 

小諸局 

NO、NO
2

、Ox、WD、WS              

須坂局 Ox、WD、WS 

篠ノ井局、真島局 SO
2

、NO、NO
2

、SPM、Ox、WD、WS          

長野市 

吉田局、豊野局 NO、NO
2

、Ox、WD、WS              

移動コンテナ局 

（１局） 

軽井沢町(NO.1) NO、NO
2

、SPM、Ox、WD、WS                県 

大気環境測定車 7 地点 SO
2

、NO、NO
2

、SPM、Ox、HC、PM2.5、WD、WS、T、H、その他 県 

道路 

周辺 

大気 

固 定 局 

（7局） 

松本渚交差点局 NO、NO
2

、SPM、CO、PM2.5、WD、WS            

県 上田常磐城局 

更埴・岡谷・飯田 

ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ局 

NO、NO
2

、SPM、PM2.5、WD、WS 

小島田局 NO、NO
2

、SPM、CO、WD、WS 

長野市 

鍋屋田局 NO、NO
2

、SPM、PM2.5、WD、WS              

移動コンテナ局 

（１局） 

佐久市(NO.2) SO
2

、NO、NO
2

、SPM、WD、WS               県 

 

（測定項目） 

二酸化硫黄      SO
2
 光化学オキシダント  Ox 風向         WD 

浮遊粒子状物質    SPM 一酸化炭素      CO 風速         WS 

一酸化窒素      NO 炭化水素       HC 温度         T 

二酸化窒素      NO
2
 微小粒子状物質    PM2.5 湿度         H 

 

― 3 ―



 

図１図１図１図１ 大気常時監視測定地点図（平成 24年度） 

 

  

 

（注）１ 一般環境大気測定固定局のうち４局は長野市が設置 

    ２ 道路周辺大気測定固定局のうち２局は長野市が設置 

    ３ 発生源周辺大気測定局は有害大気汚染物質のみ測定 

中野市

長野市

須坂市

千曲市

上田市

佐久市

小諸市

大町市

伊那市

飯田市

松本市

諏訪市

岡谷市

下諏訪町

軽井沢町

木曽町

塩尻市

（凡例） 

測定の種類 測定地点数 記号 

一般環境 

大気測定局 

固定局 16 ● 

移動コンテナ局 1 ▲ 

大気環境測定車 7 ■ 

道路周辺 

大気測定局 

固定局 7 ○ 

移動コンテナ局 1 △ 

発生源周辺大気測定局 1 ☆ 
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３３３３    一般環境大気一般環境大気一般環境大気一般環境大気    

(1) 環境基準達成状況 

   平成 24 年度の環境基準達成状況を長期的評価でみると表２のとおりであり、二酸化硫黄、二酸

化窒素、浮遊粒子状物質及び微小粒子状物質について全測定局で環境基準を達成した。 

一方、１時間値の年間最高値を環境基準と比較する光化学オキシダントは、16測定局の全てで環

境基準未達成となったが、光化学オキシダント注意報を発令する状況には至らなかった。光化学オ

キシダントの環境基準超過日数は表３のとおりである。 

 

 

表２表２表２表２ 一般環境大気環境基準達成状況
                                                        

 

項目 

測定局名 

二酸化硫黄 二酸化窒素 浮遊粒子状物質

 
微小粒子状

物質

 

20 21 22 23 24 20 21 22 23 24 20 21 22 23 24 22 23 24 

環 境 保 全 研 究 所 

（ 長 野 市 ） 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

長 野 市 吉 田      ○ ○ ○ ○ ○         

長 野 市 篠 ノ 井 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○    

長 野 市 松 代      ○ △            

長 野 市 真 島 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○    

長 野 市 豊 野       △ ○ △ ○         

松 本 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

上 田 ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○    

岡 谷      ○ ○ ○   ○ ○ ○      

飯 田 ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○      

諏 訪 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ 

須 坂 ○ ○ ○   ○ ○ ○   ○ ○ ○      

伊 那 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

大 町 ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○      

塩 尻      ○ ○ ○   ○ ○ ○      

佐 久 ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

木 曽 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ 

小 諸 ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○   
   

中 野      ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○    

達 成 状 況 

13

／

13 

13

／

13 

12

／

12 

8 

／ 

8 

8 

／ 

8 

18

／

18 

19

／

19 

18

／

18 

15

／

15 

15

／

15 

16

／

16 

16

／

16 

16

／

16 

10

／

10 

10

／

10 

4 

／ 

4 

6 

／ 

6 

6 

／ 

6 

（表２の凡例） 

測定時間数 

（PM2.5 は有効測定日数） 

環境基準 

達成 未達成 

6,000 時間以上（250 日以上） ○ ● 

6,000 時間未満（250 日未満） △ ▲ 
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表３表３表３表３ 光化学オキシダントの環境基準超過日数
 

 
年度 

測定局名 

20 21 22 23 24 

環 境 保 全 研 究 所 

（ 長 野 市 ） 

77 74 80 63 86 

長 野 市 吉 田 106 106 88 59 51 

長 野 市 篠 ノ 井 98 78 84 50 31 

長 野 市 松 代 61 

*1

  0 - - - 

長 野 市 真 島 - 

*1

 70 73 56 54 

長 野 市 豊 野 - 

*2

  6  76  61  50 

松 本 75 77 82 13 45 

上 田 31 29 84 46 73 

飯 田 67 64 78 37 54 

諏 訪 57 63 69 57 79 

須    坂 - - - 72 50 

伊 那 81 59 80 26 70 

大 町 36 76 84 19 56 

佐 久 - - - 63 40 

木 曽 37 61 49 36 49 

小 諸 102 80 83 59 106 

中    野 54 62 60 46 70 

平 均 68 

*3

 69  76  48  60 

 

*1：平成21年５月に松代局から

真島局へ測定機の移設を行

った。 

*2：豊野局は平成21年12月に測

定開始 

*3：平均は豊野局を除いた合計

時間数を13地点で割って算

出した。 
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(2) 大気汚染物質別の概要 

ア 二酸化硫黄 

硫黄酸化物は主に工場・事業所などで使用される重油など、硫黄分を含む燃料が燃えることに

より発生する。硫黄酸化物のうち二酸化硫黄について環境基準が定められている。 

県内における二酸化硫黄の年平均値の推移は図２-１のとおりであり、平成 21 年度以降は横ば

いとなっている。 

[環境基準達成状況環境基準達成状況環境基準達成状況環境基準達成状況] 全測定局で環境基準を達成している。 

 

 

 

図図図図２２２２----１１１１ 二酸化硫黄の年平均値の推移 

 

図２図２図２図２----２２２２ 主な測定局における二酸化硫黄の年平均値の推移 

 

[濃度上位測定局濃度上位測定局濃度上位測定局濃度上位測定局] 

年平均値及び日平均値の２％除外値の高い測定局は表４、表５のとおりである。 

 

表４表４表４表４ 年平均値上位測定局（SO
２
）  表５表５表５表５ 日平均値の２％除外値上位測定局（SO

２
） 

測 定 局 年平均値（ppm）  測 定 局 ２％除外値（ppm） 

環境保全研究所局 

木曽局 

０．００４  木曽局 ０．０１０ 

0.005 

0.004 

0.005 

0.004 0.004 0.004 

0.003 0.003 0.003 0.003 

0

0.005

0.01

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

（年度）

（ppm）

0.004
0.003

0.004 0.004 0.004

0

0.01

0.02

20 21 22 23 24

（年度）

環境保全研究所局環境保全研究所局環境保全研究所局環境保全研究所局

((((長野市）長野市）長野市）長野市）

(ppm)

0.004 0.003
0.003 0.003 0.003

0

0.01

0.02

20 21 22 23 24

（年度）

伊那局伊那局伊那局伊那局

(ppm)

0.003 0.003
0.004

0.003 0.003

0

0.01

0.02

20 21 22 23 24

（年度）

松本局松本局松本局松本局

(ppm)

0.004 0.004
0.004

0.004
0.003

0

0.01

0.02

20 21 22 23 24

（年度）

諏訪局諏訪局諏訪局諏訪局

(ppm)(

注） 15～19 年度は 11 測定局の平均値 

20、21 年度は 13 測定局の平均値 

22 年度は 12 測定局の平均値 

23 年度～は 8測定局の平均値 
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イ 二酸化窒素 

窒素酸化物は、石油などが燃えることにより発生するもので、自動車排出ガス、工場、ビル等

のボイラーなどのばい煙中に含まれている。窒素酸化物のうち二酸化窒素について環境基準が定

められている。 

県内における二酸化窒素の年平均値の推移は図３-１のとおりであり、ゆるやかな減少傾向とな

っている。 

[環境基準達成状況環境基準達成状況環境基準達成状況環境基準達成状況] 全測定局で環境基準を達成している。 

 

        図３図３図３図３----１１１１ 二酸化窒素の年平均の推移 

 

        図３図３図３図３----２２２２ 主な測定局における二酸化窒素の年平均値の推移 

    

[濃度上位測定局濃度上位測定局濃度上位測定局濃度上位測定局] 

年平均値及び日平均値の年間 98％値の高い測定局は表６、表７のとおりである。     

    

表６表６表６表６ 年平均値上位測定局（NO
２
）  表７表７表７表７ 日平均値の年間 98％値上位測定局（NO

２
） 

測 定 局 年平均値（ppm）  測 定 局 98％値（ppm） 

伊那局 

長野市篠ノ井局 

長野市真島局 

長野市豊野局 

０．０１０  長野市豊野局 ０．０３０ 

0.012 0.012

0.011 0.011

0.010 

0.009 0.009 0.009 0.009

0.008

0

0.01

0.02

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

（年度）

（ppm）

0.007 0.007 0.007 0.007
0.006

0

0.02

0.04

20 21 22 23 24

（年度）

環境保全研究所局環境保全研究所局環境保全研究所局環境保全研究所局

（（（（ 長野市長野市長野市長野市））））

(ppm)

0.008 0.007 0.009 
0.006 0.007 

0

0.02

0.04

20 21 22 23 24

（年度）

飯田局飯田局飯田局飯田局

(ppm)

0.010 
0.008 

0.010 0.010 0.009 

0

0.02

0.04

20 21 22 23 24

（年度）

松本局松本局松本局松本局

(ppm)

0.009 0.009
0.009

0.009 0.008

0

0.02

0.04

20 21 22 23 24

（年度）

上田局上田局上田局上田局

(ppm)

注） 15～20 年度は 18 測定局の平均値 

21 年度は 19 測定局の平均値 

22 年度は 18 測定局の平均値 

23 年度～は 15 測定局の平均値 
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ウ 浮遊粒子状物質 

浮遊粒子状物質とは、大気中に浮遊している粉じんのうち、粒径 10μm 以下の粒子状の物質で

あり、工場や自動車から発生するほか、風による土砂の巻き上げなどでも発生する。 

県内における浮遊粒子状物質の年平均値の推移は図４-１のとおりであり、ゆるやかな減少傾向

となっている。 

[環境基準達成状況環境基準達成状況環境基準達成状況環境基準達成状況] 全測定局で環境基準を達成している。 

 

 

 

図４図４図４図４----１１１１ 浮遊粒子状物質の年平均の推移  

 

図４図４図４図４----２２２２ 主な測定局における浮遊粒子状物質の年平均値の推移    

 

[濃度上位測定局濃度上位測定局濃度上位測定局濃度上位測定局] 

年平均値及び日平均値の２％除外値の高い測定局は表８、表９のとおりである。 

 

表８表８表８表８ 年平均値上位測定局（SPM）  表９表９表９表９ 日平均値の２％除外値上位測定局（SPM） 

測 定 局 年平均値（mg/m

3

）  測 定 局 ２％除外値（mg/m

3

） 

長野市篠ノ井局 ０．０１８  長野市篠ノ井局 ０．０４３ 

 

  

0.019 
0.018 

0.020 
0.019 

0.018 0.018 
0.017 

0.016 0.016 
0.015 

0

0.01

0.02

0.03

0.04

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

（年度）

(mg/m
3

）

0.014 0.015
0.017 0.016

0.015

0

0.02

0.04

20 21 22 23 24

（年度）

環境保全研究所局環境保全研究所局環境保全研究所局環境保全研究所局

（長野市）（長野市）（長野市）（長野市）

(mg/m
3

)

0.014 0.013 
0.012 

0.021 
0.017 

0

0.02

0.04

20 21 22 23 24

（年度）

伊那伊那伊那伊那局局局局

(mg/m
3

)

0.017 
0.015 0.016 0.017 0.016 

0

0.02

0.04

20 21 22 23 24

（年度）

松本局松本局松本局松本局

(mg/m
3

)

0.018 
0.016 

0.017 
0.016 0.015 

0

0.02

0.04

20 21 22 23 24

（年度）

上田上田上田上田局局局局

(mg/m
3

)

注）15～22 年度は 16 測定局の平均値 

23 年度～は 10 測定局の平均値 
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エ 光化学オキシダント 

光化学オキシダントは、工場や自動車から排出された窒素酸化物や揮発性有機化合物などが、

太陽の紫外線を受けて大気中で光化学反応を起こし二次的に生成されるものであり、主に春季か

ら夏季にかけて高濃度の光化学オキシダントが発生する。 

県内における光化学オキシダントの昼間の年平均値の推移は図５-１のとおりであり、最近 10

年間でみるとおおむね横ばい傾向である。昭和 53年度からの昼間の日最高１時間値の年平均値

の推移は図５-３のとおりであり、全国的には徐々に増加する傾向がみられる。 

また、月別の環境基準未達成の日数及び時間数の推移は図５-４のとおりであり、春季に高くな

る季節的な変動が見られる。 

光化学オキシダントによる健康被害を防止するため都道府県知事が発令する「光化学オキシダ

ント注意報」については、近年全国的に発令地域が広域化する傾向にあり、平成 20 年５月 23 日

には、佐久地域に県内で初めてとなる光化学オキシダント注意報を発令したが、これ以降は発令

する状況はない。（長野県光化学オキシダント緊急時対策要綱については、資料７（資-14）参照） 

[環境基準達成状況環境基準達成状況環境基準達成状況環境基準達成状況] 全測定局で環境基準未達成であった。 

 

図図図図５５５５----１１１１ 光化学オキシダントの昼間の年平均値の推移 

 

 

図５図５図５図５----２２２２ 主な測定局における光化学オキシダントの昼間の年平均値の推移    

 

 

 

 

0.031 
0.032 

0.033 

0.031 
0.032 

0.033 
0.034 

0.036 

0.031 

0.034 

0

0.02

0.04

0.06

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

（年度）

（ppm）

0.034 0.035 0.036
0.033

0.037

0

0.02

0.04

0.06

20 21 22 23 24

（年度）

環境保全研究所局環境保全研究所局環境保全研究所局環境保全研究所局

（（（（ 長野市長野市長野市長野市））））

(ppm)

0.030 0.030 
0.033 

0.028 
0.032 

0

0.02

0.04

0.06

20 21 22 23 24

（年度）

飯田局飯田局飯田局飯田局

(ppm)

0.034 0.033 0.034 

0.027 
0.032 

0

0.02

0.04

0.06

20 21 22 23 24

（年度）

松本局松本局松本局松本局

(ppm)

0.027
0.03

0.036
0.032

0.036

0

0.02

0.04

0.06

20 21 22 23 24

（年度）

上田局上田局上田局上田局

(ppm)

注）5時から 20 時までの時間帯のオキシダント濃度 

14～20 年度は 13 測定局の平均値 

21 年度は松代局と真島局を 1局とした 14 測定局の平均値 

22 年度は 14 測定局の平均値 

23 年度～は 16 測定局の平均値 
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図５図５図５図５----３３３３ 光化学オキシダントの昼間の日最高１時間値の年平均値の推移 

 

    

図図図図５５５５----４４４４ 月別の光化学オキシダントが環境基準を超過した時間数と日数（全局累計） 

 

 

 

[濃度上位測定局濃度上位測定局濃度上位測定局濃度上位測定局] 

昼間の 1 時間値が 0.06ppm を超えた時間の多い測定局及び昼間の日最高 1 時間値の年平均値の

高い測定局は表 10、表 11 のとおりである。 

 

  

表表表表 10101010    昼間の 1時間値が 0.06ppm を超えた 

    時間数上位測定局(オキシダント) 

 

表表表表 11111111    昼間の日最高 1時間値の 

    年平均値上位測定局(オキシダント) 

測 定 局 年時間数  測 定 局 年平均値（ppm） 

小諸局 ５８５  小諸局 ０．０５４ 

 

0

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

0.06

S5354 55 56 57 58 59 60 61 62 63 H1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23H24

（ppm）

(年度)

全国（一般局） 長野県

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

時間数 929 1,972 900 207 461 72 6 0 0 0 7 370 

日数 177 290 172 65 121 24 2 0 0 0 4 109 

0 

50 

100 

150 

200 

250 

300 

0 

500 

1,000 

1,500 

2,000 

2,500 

3,000 

(時間） (日）

環

境

基

準

を

超

過

し

た

時

間

数

環

境

基

準

を

超

過

し

た

日

数
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オ 炭化水素 

非メタン炭化水素は、光化学オキシダントの原因物質とされ、中央公害対策審議会答申におい

て、午前６時から午前９時までの非メタン炭化水素濃度を 0.20ppmC から 0.31ppmC の範囲以下と

すべきと指針が示されている。 

県内における非メタン炭化水素の午前６時から午後９時における年平均値の推移は図６のとお

りである。また、平成 24 年度における非メタン炭化水素の指針値（３時間平均値の上限値が

0.31ppmC）を超えた日は２局平均で２日（0.6％）となっている。 

 

図図図図６６６６ 非メタン炭化水素の６時から９時における年平均値の推移 

 

 

  

0.14 0.14

0.12
0.11

0.09

0.15 0.15
0.14

0.13 0.13

0

0.1

0.2

0.3

0.4

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

（年度）

（ppmC）

注）14～22 年度は 1測定局の平均値 

23 年度～は 2測定局の平均値 
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カ 微小粒子状物質 

微小粒子状物質とは、大気中に浮遊している粒子状物質のうち粒径が2.5μm以下の粒子であり、

浮遊粒子状物質のうち特に粒径が小さいために肺の奥深くまで入りやすいことから、その健康影

響が懸念されている。 

微小粒子状物質は、発生源から直接排出される一次生成粒子のみならず、大気中の光化学反応、

中和反応等によって生じる二次生成粒子で構成される。また、都市地域のみならず人為発生源由来

粒子の影響が少ないと考えられる地域においても硫酸塩や土壌粒子等の粒子が相当程度含まれて

おり、海外からの移流分も影響していると推察されている。 

県内における微小粒子状物質の年平均値の推移は図７-１のとおりであり、ゆるやかな減少傾向

がみられる。 

 [環境基準達成状況環境基準達成状況環境基準達成状況環境基準達成状況] 全測定局で環境基準を達成している。 

 

図図図図７７７７----１１１１ 微小粒子状物質の年平均の推移 

 

図図図図７７７７----２２２２ 主な測定局における微小粒子状物質の年平均値の推移    

 

[濃度上位測定局濃度上位測定局濃度上位測定局濃度上位測定局] 

年平均値及び日平均値の９８％除外値の高い測定局は表 12、表 13 のとおりである。 

 

表表表表 12121212 年平均値上位測定局（PM2.5）  表表表表13131313 日平均値の98％値上位測定局（PM2.5） 

測 定 局 年平均値（μg/m

3

）  測 定 局 98％値（μg/m

3

） 

環境保全研究所局 １１．１  環境保全研究所局 ２９．３ 

15.0 

11.6

9.8 10.0 

0

5

10

15

20

21 22 23 24

（年度）

（μg/m
3

）

15.0 

11.7 11.2 11.1 

0

5

10

15

20

20 21 22 23 24

（年度）

環境保全研究所局環境保全研究所局環境保全研究所局環境保全研究所局

（（（（ 長野市長野市長野市長野市））））

(μg/m
3

)

11.1 
9.7 10.1 

0

5

10

15

20

20 21 22 23 24

（年度）

伊那伊那伊那伊那局局局局

(μg/m
3

)

12.2 
11.0 10.7 

0

5

10

15

20

20 21 22 23 24

（年度）

松本局松本局松本局松本局

(μg/m
3

)

12.6 

10.6 10.2 

0

5

10

15

20

20 21 22 23 24

（年度）

上田局上田局上田局上田局

(μg/m
3

)

注）21 年度は 1測定局の平均値 

  22 年度は 4測定局の平均値 

  23 年度～は 6測定局の平均値 

― 13 ―



 

４４４４    道路周辺大気道路周辺大気道路周辺大気道路周辺大気    

(1) 環境基準達成状況 

平成 24 年度の環境基準達成状況を長期的評価でみると表 14のとおりであり、二酸化窒素、浮遊

粒子状物質、一酸化炭素及び微小粒子状物質について全ての測定局で環境基準を達成した。 

 

 

 

表表表表 11114444 道路周辺大気環境基準達成状況 

項目 

測定局名 

二酸化窒素 浮遊粒子状物質 一酸化炭素 微小粒子状物質 

20 21 22 23 24 20 21 22 23 24 20 21 22 23 24 22 23 24 

長 野 市 小 島 田 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○    

長 野 市 鍋 屋 田 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○       ○ ○ 

松 本 渚 交 差 点 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ 

上 田 常 磐 城 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○       ○ ○ 

更埴インターチェンジ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○      ○ ○ ○ 

岡谷インターチェンジ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○       ○ ○ 

飯田インターチェンジ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○       ○ ○ 

達 成 状 況 

7 

／ 

7 

7 

／ 

7 

7 

／ 

7 

7 

／ 

7 

7 

／ 

7 

７ 

／ 

7 

７ 

／ 

7 

７ 

／ 

7 

７ 

／ 

7 

７ 

／ 

7 

2 

／ 

2 

2 

／ 

2 

2 

／ 

2 

2 

／ 

2 

2 

／ 

2 

1 

／ 

1 

6 

／ 

6 

6 

／ 

6 

  

 

 

 

 

 

 

 

（表 14 の凡例） 

測定時間数 

（PM2.5 は有効測定日数） 

環境基準 

達成 未達成 

6,000 時間以上（250 日以上） ○ ● 

6,000 時間未満（250 日未満） △ ▲ 
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(2) 大気汚染物質別の概要 

ア 二酸化窒素 

県内における二酸化窒素の年平均値の推移は図８-１のとおりであり、ゆるやかな減少傾向とな

っている。 

[環境基準達成状況環境基準達成状況環境基準達成状況環境基準達成状況] 全測定局で環境基準を達成している。 

    

図図図図８８８８----１１１１ 二酸化窒素の年平均の推移 

 

 

        図図図図８８８８----２２２２ 主な測定局における二酸化窒素の年平均値の推移  

 

[濃度上位測定局濃度上位測定局濃度上位測定局濃度上位測定局] 

年平均値及び日平均値の年間 98％値の高い測定局は表 15、表 16のとおりである。 

 

表表表表 15151515 年平均値上位測定局（NO
２
）    表表表表16161616  日平均値の年間98％値上位測定局（NO

２
） 

測 定 局 年平均値（ppm）  測 定 局 98％値（ppm） 

岡谷インターチェンジ局 ０．０２２  岡谷インターチェンジ局 ０．０４２ 

 

 

 

 

 

0.025
0.024 0.024

0.023
0.022

0.020 0.020 
0.019 

0.017 0.017 

0

0.01

0.02

0.03

0.04

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

(ppm)

（年度）

0.025 0.025 
0.023 0.022 

0.021 

0

0.02

0.04

20 21 22 23 24

（年度）

松本渚交差点局松本渚交差点局松本渚交差点局松本渚交差点局

(ppm)

0.031 0.032 

0.024 0.024 
0.022 

0

0.02

0.04

20 21 22 23 24

（年度）

岡谷岡谷岡谷岡谷ICICICIC局局局局

(ppm)

0.017 0.017 0.016 
0.014 0.014 

0

0.02

0.04

20 21 22 23 24

（年度）

上田常磐城上田常磐城上田常磐城上田常磐城局局局局

(ppm)

0.017 0.017 
0.018 

0.017 0.016 

0

0.02

0.04

20 21 22 23 24

（年度）

更埴更埴更埴更埴ICICICIC局局局局

(ppm)

注）7測定局の平均値 
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イ 浮遊粒子状物質 

県下における浮遊粒子状物質の年平均値の推移は図９-１のとおりであり、ゆるやかな減少傾向

となっている。 

[環境基準達成状況環境基準達成状況環境基準達成状況環境基準達成状況] 全測定局で環境基準を達成している。 

 

図図図図９９９９----１１１１ 浮遊粒子状物質の年平均の推移 

 

図図図図９９９９----２２２２ 主な測定局における浮遊粒子状物質の年平均値の推移 

    

 

[濃度上位測定局濃度上位測定局濃度上位測定局濃度上位測定局] 

年平均値及び日平均値の２％除外値の高い測定局は、表 17、表 18 のとおりである。 

 

表表表表 17171717  年平均値上位測定局（SPM）  表表表表 18181818    日平均値の２％除外値上位測定局（SPM） 

測 定 局 年平均値（mg/m

3

）  測 定 局 ２％除外値（mg/m

3

） 

松本渚交差点局 ０．０２５  

松本渚交差点局 

飯田インターチェンジ局 

０．０５０ 

 

  

0.030 

0.028 

0.026 

0.027 

0.025 0.025 

0.023 

0.020 0.020 

0.019 

0

0.01

0.02

0.03

0.04

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

（mg/m
3

）

（年度）

0.020 

0.017 

0.021 

0.025 0.025 

0

0.02

0.04

20 21 22 23 24

（年度）

松本渚交差点局松本渚交差点局松本渚交差点局松本渚交差点局

(mg/m
3

)

0.015 
0.012 

0.015 0.014 0.014 

0

0.02

0.04

20 21 22 23 24

（年度）

岡谷岡谷岡谷岡谷ICICICIC局局局局

(mg/m
3

)

0.030 

0.026 
0.024 

0.022 0.022 

0

0.02

0.04

20 21 22 23 24

（年度）

上田常磐城局上田常磐城局上田常磐城局上田常磐城局

(mg/m
3

)

0.030 

0.025 0.024 

0.020 0.020 

0

0.02

0.04

20 21 22 23 24

（年度）

更埴更埴更埴更埴ICICICIC局局局局

(mg/m
3

)

注）7測定局の平均値 
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ウ 一酸化炭素 

県内における一酸化炭素の年平均値の推移は図 10-１のとおりであり、ゆるやかな減少傾向と

なっている。 

[環境基準達成状況環境基準達成状況環境基準達成状況環境基準達成状況] 全測定局で環境基準を達成している。 

 

        図図図図 10101010----１１１１ 一酸化炭素の年平均の推移 

 

図図図図 11110000----２２２２ 松本渚交差点局における一酸化炭素の年平均値の推移 

 

  

0.9 0.9 

0.8 0.8 

0.7 

0.6 

0.5 0.5 

0.4 0.4 

0.0 

1.0 

2.0 

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

（ppm）

（年度）

0.6 0.6 
0.5 

0.3 
0.4 

0

1

2

20 21 22 23 24

（年度）

松本渚交差点局松本渚交差点局松本渚交差点局松本渚交差点局

(ppm)

注）2測定局の平均値 
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エ 微小粒子状物質 

県内における微小粒子状物質の年平均値の推移は図 11のとおりであり、ゆるやかな減少傾向と

なっている。 

[環境基準達成状況環境基準達成状況環境基準達成状況環境基準達成状況] 全測定局で環境基準を達成している。 

        図図図図 11111111 微小粒子状物質の年平均の推移 

 

[濃度上位測定局濃度上位測定局濃度上位測定局濃度上位測定局] 

年平均値及び日平均値の 98 パーセンタイル値の高い測定局は表 19、表 20のとおりである。 

  

表表表表 19191919 年平均値上位測定局（PM2.5）  表表表表20202020 日平均値の98％値上位測定局（PM2.5） 

測 定 局 年平均値（μg/m

3

）  測 定 局 98％値（μg/m

3

） 

更埴インターチェンジ局 １１．５  飯田インターチェンジ局 ３０．０ 

 

    

        

14.1 

11.9 

11.2 

0

5

10

15

20

22 23 24

（μg/m
3

）

（年度）

注）22 年度は１測定局の平均値 

  23 年度～は６測定局の平均値 
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５５５５    移動局移動局移動局移動局    

(1) 移動コンテナ局 

軽井沢町及び佐久市に移動コンテナ局を設置して、二酸化窒素、浮遊粒子状物質、二酸化硫黄及

び光化学オキシダントの測定を１年間実施した。 

測定結果の概要は表 21 のとおりであり、二酸化硫黄、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質について、

長期的評価による環境基準を達成している。光化学オキシダントは環境基準を達成していない。 

 

表表表表 21212121 移動コンテナ局による測定結果一覧 

測定区分 市町村 測定局名 

二酸化 

硫 黄 

二酸化 

窒 素 

浮遊粒子 

状物質 

光化学 

オキシダント 

一般環境 

軽井沢町 軽井沢町中央公民館局（コンテナ NO.1） 
－ ○ ○ ●(77)

佐久市 佐久市浅間中学西交差点局（コンテナ NO.2） 
○ ○ ○ － 

○：環境基準達成 ●：環境基準未達成、光化学オキシダントの（ ）内は環境基準超過日数を示す 

 

(2) 大気環境測定車    

一般環境及び固定発生源の周辺、道路周辺等の大気の汚染状況を把握するため、３市１町延べ７

地点で各 29 日～31日の間、各種大気汚染物質濃度の連続測定を行った。測定結果の概要は表 22の

とおりである。 

表表表表 22222222 大気環境測定車による測定結果一覧 

測定

区分 

測定地点名 測定月 

測定 

日数 

二酸化 

硫 黄 

二酸化 

窒 素 

浮遊粒子

状物質 

光化学 

オキシダント 

一酸化 

炭 素 

微小粒子

状物質 

一般

環境 

松本市臨空工業団地 5～6 31 
○ ○ ○ ● (24) ○ 

○ 

松本市野尻北 6～7 29 
○ ○ ○ 

● (8) 
○ 

○ 

塩尻市広丘野村 7～8 29 
○ ○ ○ 

● (9) 
○ 

● 

松本市今井 10～11 31 
○ ○ ○ 

○ 
○ 

○ 

佐久市中込 11～12 30 
○ ○ ○ 

○ 
○ 

○ 

松本市棚峯公園 12～1 31 
○ ○ ○ 

● (4) 
○ 

○ 

下諏訪町町屋敷 1～2 30 
○ ○ ○ 

○ 
○ 

○ 

○：環境基準達成 ●：環境基準未達成、光化学オキシダントの（ ）内は環境基準超過日数を示す。 

微小粒子状物質は測定期間平均値と長期基準(年間値)との参考比較。 
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６６６６    酸性雨実態調査酸性雨実態調査酸性雨実態調査酸性雨実態調査 

酸性雨は、工場、自動車などから排出された硫黄酸化物や窒素酸化物などが雨水に取り込まれて生じ

る概ね pH5.6 以下の雨をいう。 

平成 24 年度は県内の５地点で調査を実施し、各測定地点における降水中の pH は 4.3～6.4 の範囲

であり、酸性雨が観測された。pH の全県平均値の推移は図 12 のとおりであり、おおむね横ばい傾

向となっている。 

    

図図図図 11112222    pH の経年変化（全県平均値） 
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　(2) 年平均値の経年変化

　　ア　一酸化窒素

20年度 21 22 23 24

長 野 市 環境保全研究所 0.003 0.003 0.003 0.002 0.002

松 本 市 松 本 0.007 0.006 0.006 0.007 0.006

上 田 市 上 田 0.005 0.005 0.006 0.004 0.003

岡 谷 市 岡 谷 0.004 0.004 0.002 － －

飯 田 市 飯 田 0.005 0.005 0.002 0.002 0.002

諏 訪 市 諏 訪 0.008 0.008 0.008 0.008 0.005

須 坂 市 須 坂 0.002 0.002 0.001 － －

伊 那 市 伊 那 0.005 0.004 0.003 0.003 0.002

大 町 市 大 町 0.002 0.002 0.001 0.001 0.000

塩 尻 市 塩 尻 0.005 0.002 0.002 － －

佐 久 市 佐 久 0.003 0.004 0.003 0.003 0.002

木 曽 町 木 曽 0.010 0.006 0.005 0.004 0.003

小 諸 市 小 諸 0.006 0.005 0.003 0.003 0.003

中 野 市 中 野 0.004 0.004 0.003 0.003 0.003

吉 田 0.003 0.003 0.003 0.003 0.002

篠 ノ 井 0.004 0.004 0.003 0.003 0.003

松 代 0.003 0.001 － － －

真 島 0.006 0.005 0.005 0.005 0.004

豊 野 － 0.006 0.003 0.002 0.004

　　イ　二酸化窒素

20年度 21 22 23 24

長 野 市 環境保全研究所 0.007 0.007 0.007 0.007 0.006

松 本 市 松 本 0.010 0.008 0.010 0.010 0.009

上 田 市 上 田 0.009 0.009 0.009 0.009 0.008

岡 谷 市 岡 谷 0.008 0.008 0.011 － －

飯 田 市 飯 田 0.008 0.007 0.009 0.006 0.007

諏 訪 市 諏 訪 0.010 0.011 0.011 0.009 0.008

須 坂 市 須 坂 0.008 0.006 0.007 －

伊 那 市 伊 那 0.008 0.010 0.011 0.011 0.010

大 町 市 大 町 0.003 0.003 0.005 0.005 0.004

塩 尻 市 塩 尻 0.009 0.008 0.010 － －

佐 久 市 佐 久 0.008 0.008 0.008 0.009 0.008

木 曽 町 木 曽 0.011 0.010 0.009 0.009 0.009

小 諸 市 小 諸 0.011 0.010 0.009 0.008 0.007

中 野 市 中 野 0.009 0.009 0.008 0.007 0.006

吉 田 0.010 0.010 0.010 0.009 0.009

篠 ノ 井 0.011 0.011 0.011 0.011 0.010

松 代 0.009 0.006 － － －

真 島 0.012 0.012 0.011 0.010 0.010

豊 野 － 0.013 0.010 0.009 0.010

年　平　均　値　 (ppm)

年　平　均　値　 (ppm)

長 野 市

長 野 市

市 町 名 測 定 局 名

市 町 名 測 定 局 名
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Ⅳ　移動局の測定結果Ⅳ　移動局の測定結果Ⅳ　移動局の測定結果Ⅳ　移動局の測定結果

Ⅳ－１　移動コンテナ局Ⅳ－１　移動コンテナ局Ⅳ－１　移動コンテナ局Ⅳ－１　移動コンテナ局

  測定地点一覧表  測定地点一覧表  測定地点一覧表  測定地点一覧表

（コンテナNO.1）

軽井沢町中央公民館局

（軽井沢町大字長倉2353-1）

（コンテナNO.2）

佐久市浅間中学西交差点局

（佐久市岩村田字狹石1446-12）

1 2 2 2 1 2 2 12

　注）用途地域の略号は、都市計画法第８条に定める以下の用途区分を示す。

住：第１種住居専用地域、第２種住居専用地域及び住居地域  　準工：準工業地域

商：近隣商業地域及び商業地域　　未：用途地域を定めない地域

測

定

項

目

数

6

6

浮

遊

粒

子

状

物

質

測　定　項　目

風

向

風

速

○

光

化

学

オ

キ

シ

ダ

ン

ト

○○ ○

○ ○

二

酸

化

硫

黄

○ ○○

二

酸

化

窒

素

一

酸

化

窒

素

○ ○

計

住 20183 佐久市

軽井沢町20182

一般

環境

住

○

測定

区分

用

途

地

域

局

コ

ー

ド

測　定　局　名

（所　在　地）

市町名
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Ⅵ　発生源の状況等Ⅵ　発生源の状況等Ⅵ　発生源の状況等Ⅵ　発生源の状況等

１　固定発生源１　固定発生源１　固定発生源１　固定発生源

　(1)設置施設数

　平成24年度末現在の長野県内の大気関係の設置施設数（長野市分を含む。一般粉じん発生施設に

ついては松本市分を含む。）は、大気汚染防止法（昭和43年法律第97号）に基づく施設が6,467施設

（ばい煙発生施設5,065施設、一般粉じん発生施設1,380施設、揮発性有機化合物発生施設22施

設）、公害の防止に関する条例（昭和48年条例第11号）に基づく施設が1,561施設（ばい煙発生施設

231施設、粉じん発生施設1,330施設）となっています。

1,362 

231 

22 

1,373 

5,045 

1,330 

231 

22 

1,380 

5,065 

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 

粉じん発生施設（条例）

ばい煙発生施設（条例）

揮発性有機化合物排出施設（法律）

一般粉じん発生施設（法律）

ばい煙発生施設（法律）

H24

H23

設置施設数

（施設数）

溶解炉

113(2.2%)

その他

224(4.4%)

ガスタービン

廃棄物焼却炉

125(2.5%)

ばい煙発生施設（法律）届出施設数

堆積場

粉じん発生施設（法律）届出施設数

ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱ

ﾊﾞｹｯﾄｺﾝﾍﾞｱ

ふるい

126(9.1%)

1,362 

231 

22 

1,373 

5,045 

1,330 

231 

22 

1,380 

5,065 

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 

粉じん発生施設（条例）

ばい煙発生施設（条例）

揮発性有機化合物排出施設（法律）

一般粉じん発生施設（法律）

ばい煙発生施設（法律）

H24

H23

設置施設数

（施設数）

5,065

施設

ボイラー

3,937(77.7%)

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関

516(10.2%)

溶解炉

113(2.2%)

その他

224(4.4%)

ガスタービン

150(3.0%)

廃棄物焼却炉

125(2.5%)

ばい煙発生施設（法律）届出施設数

破砕機

346(25.1%)

堆積場

227(16.4%)

1,380

施設

粉じん発生施設（法律）届出施設数

ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱ

ﾊﾞｹｯﾄｺﾝﾍﾞｱ

681(49.3%)

ふるい

126(9.1%)

231

施設

金属製品製造用表面処理

又は排出ガス処理施設

164(71.0%)

金属表面付着油処理施設

6(2.6%)

金属精錬又は

鋳造用溶解炉

61(26.4%)

ばい煙発生施設（条例）届出施設数

1,330

施設

木工用機械

902(67.8%)

繊維製品製造用動力

打綿機又は混打綿機

344(25.9%)

黒鉛製品製造用原料

混和施設又は加工施設

84(6.3%)

粉じん発生施設（条例）届出施設数
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　(2)立入検査実施状況

　大気汚染防止法及び公害の防止に関する条例に基づき、ばい煙発生施設、粉じん発生施設、揮発

性有機化合物排出施設、特定粉じん排出等作業への立入検査を実施しました。

　平成24年度の立入検査件数は2,679件（長野市及び松本市実施分を除く。）で、設置施設数

※

（長

野市分の施設及び松本市分の粉じん発生施設を除く施設数：7,033施設）に対する監視率は38.1％で

した。改善指示件数は78件で、立入検査件数に対する割合（改善指示率）は3.3％でした。

※　特定粉じん排出等作業については、平成24年度中の届出作業数

173 

28 

113 

303 

285 

1,670 

177 

20 

117 

244 

439 

1,670

0 500 1,000 1,500 2,000 

特定粉じん排出等作業

揮発性有機化合物排出施設

粉じん発生施設（条例）

ばい煙発生施設（条例）

一般粉じん発生施設（法律）

ばい煙発生施設（法律）

H24

H23

立入検査件数

（件）

立入検査件数

改善指示件数

立入検査件数等の推移

（％）

  立入検査の結果、指導した主な内容は次のとおりです。

     ・排ガス測定の実施

   　・構造や氏名変更届出の提出　など 　　

　　

　(3)立入検査の指導状況

　(4)排ガス立入検査

  平成24年度は6件の排ガス測定を実施しました。

173 

28 

113 

303 

285 

1,670 

177 

20 

117 

244 

439 

1,670

0 500 1,000 1,500 2,000 

特定粉じん排出等作業

揮発性有機化合物排出施設

粉じん発生施設（条例）

ばい煙発生施設（条例）

一般粉じん発生施設（法律）

ばい煙発生施設（法律）

H24

H23

立入検査件数

（件）

改善指示率％

1,881 

2,410 

2,170 

2,572 

2,679 

63 42 
72 82 78 

3.3 

1.7 

3.3 

3.2 

2.9 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

0 

500 

1,000 

1,500 

2,000 

2,500 

3,000 

H20 H21 H22 H23 H24

立入検査件数

改善指示件数

改善指示率

（件）

立入検査件数等の推移

（年度）

（％）
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（注１）　台数は各年度末現在

（注２）　台数には軽自動車、二輪車（125cc以上）を含む。

　発生源には、固定発生源の他、移動発生源（自動車）がありますが、平成25年３月末現在の県内

の自動車保有台数は約1,867千台であり、平成23年度と比べて約１万１千台増加しています。

２　移動発生源２　移動発生源２　移動発生源２　移動発生源

1,851
1,847 1,846

1,856 1,846

1,750

1,800

1,850

1,900

H20 H21 H22 H23 H24

（千台）

（年度）

長野県内の自動車保有台数の推移

（北陸信越運輸局調べ）
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ⅦⅦⅦⅦ    騒音・振動・悪臭騒音・振動・悪臭騒音・振動・悪臭騒音・振動・悪臭    

１１１１    自動車騒音測定自動車騒音測定自動車騒音測定自動車騒音測定等等等等結果結果結果結果（（（（平成平成平成平成 24242424 年度年度年度年度））））    

 

(1) 目的 

騒音規制法第 18 条第１項に基づき、自動車騒音について、面的評価により環境基準の達成状況を

把握する。 

 

(2) 調査内容 

ア 調査方法 

「騒音に係る環境基準について（平成 10 年環境庁告示第 64 号）」、「騒音に係る環境基準の改正

について（平成 10 年９月 30日環大企第 257 号）」、「騒音規制法第 18条の規定に基づく自動車騒音

の状況の常時監視に係る事務の処理基準について（平成 23年９月 14日環水大自発 110914001 号）」、

「騒音に係る環境基準の評価マニュアル（平成 12年４月環境庁）」及び「自動車騒音常時監視マニ

ュアル(平成 23年 9月環境省水・大気環境局自動車環境対策課)」に定めるところによる。 

イ 実施機関 

県及び市 

ウ 評価市町村数 

23 市町村 

エ 評価区間延長等 

 
高速自動車

国道 

一般国道 都道府県道 

４車線以上

の市町村道 

計 

評価区間延長(km) 82.6 277.5 348.1 0 708.2 

評価区間数 70 209 143 0 212 

住居等戸数 872

※

 15,556

※

 17,935

※

 0 34,363

※

 

      ※重複評価区間で重複計上している戸数を含む。 

 

(3) 調査結果 

ア 全体 

データを集計した結果は図－１のとおりで、評価対象となる 33,900 戸のうち、昼間（6 時～22

時）及び夜間（22 時～6時）とも基準値以下であったのは 31,313 戸（94.2％）、昼間のみ基準値以

下であったのは 1,000 戸（2.9％）、夜間のみ基準値以下であったのは 352 戸（1.0％）、昼夜間とも

基準値を超過したのは 1,235 戸（3.6％）となっている。 

 

図-１ 環境基準達成状況（全体） 

イ 近接・非近接空間別 

近接・非近接空間別の状況は図-２のとおりで、このうち、幹線交通を担う道路に近接する空間
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の基準値が適用される地域（近接空間：14,043 戸）では、昼夜間とも基準値以下であったのは 12,454

戸（88.7％）、昼間のみ基準値以下であったのは 437 戸（3.1％）、夜間のみ基準値以下であったの

は 281 戸（2.0％）、昼夜間とも基準値を超過したのは 871 戸（6.2％）となっている。 

一方、幹線交通を担う道路に近接する空間の基準値が適用されない地域（非近接空間 19,857 戸）

では、昼夜間とも基準値以下であったのは 18,859 戸（95.0％）、昼間のみ基準値以下であったのは

563 戸（2.8％）、夜間のみ基準値以下であったのは 71 戸（0.4％）、昼夜間とも基準値を超過したの

は 364 戸（1.8％）となっている。 

近接空間では、非近接空間に比較して、環境基準の達成率で 6.3％低くなっている。     

 

図-２ 環境基準達成状況（近接・非近接空間別） 

ウ 道路種別 

道路の種類別は図-３のとおりで、昼夜間とも基準値以下であったのは、都道府県道に面する地

域で 17,935 戸中 17,626 戸（98.3％）と割合が最も高く、以下高速自動車国道に面する地域で 872

戸中 749 戸（85.9％）、一般国道に面する地域で 15,556 戸中 13,312 戸（85.6％）となっている。 

  

図-３ 環境基準達成状況（道路種類別） 
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資料１　平成２４年度風配図（年平均）

１ 環境保全研究所局 (%) ２ 松本局 (%)
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７ 伊那局 (%) ８ 大町局 (%)
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13 長野市吉田局 (%) 14 長野市篠ノ井局 (%)
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15 長野市真島局 (%) 16 長野市豊野局 (%)
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17 松本渚交差点局 (%) 18 上田常磐城局 (%)
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19 更埴インターチェンジ局 (%) 20 岡谷インターチェンジ局 (%)
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21 飯田インターチェンジ局 (%) 22 長野市小島田局 (%)
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23 長野市鍋屋田局 (%) 24 コンテナ１(軽井沢町中央公民館） (%)
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25 コンテナ２(佐久市浅間中学西交差点） (%)
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注） Ｃは静穏（Calm：風速 0.2ｍ／sec以下の場合）を表す。

0.0 

10.0 

20.0 

30.0 

N

NNE

NE

ENE

E

ESE

SE

SSE

S

SSW

SW

WSW

W

WNW

NW

NNW

― 資5 ―



資料２　日射量、紫外線量等（平成２４年度） 資料２　日射量、紫外線量等（平成２４年度） 資料２　日射量、紫外線量等（平成２４年度） 資料２　日射量、紫外線量等（平成２４年度） 

　(1) 年間測定結果

　　ア 日射量　                                                    　　　
（ＳＵＭ：年間値）

最高値 最高値 最低値

 (日) (時間) (MJ/m

2

) (MJ/m

2

) (MJ/m

2

) (MJ/m

2

)

長野市 364 8753 0.60 3.50 1.18 0.04 県

松本市 365 8757 0.60 3.64 1.08 0.04 〃

松本市 松本市臨空工業団地 31 744 0.82 3.64 1.16 0.16 〃

松本市 松 本 市 野 尻 北 29 696 0.81 3.64 1.19 0.13 〃

塩尻市 塩尻市広丘野村 29 696 0.86 3.57 1.16 0.38 〃

松本市 松 本 市 山 の 神 30 739 0.53 2.75 0.77 0.05 〃

佐久市 佐 久 市 中 込 30 720 0.34 1.88 0.45 0.08 〃

下諏訪町 下諏訪町町屋敷 29 696 0.42 2.71 0.63 0.00 〃

松本市 松本市棚峯公園 31 744 0.57 2.96 0.80 0.07 〃

　　イ Ａ領域紫外線量（315～400nm）
（ＵＶＡ：年間値）

最高値 最高値 最低値

 (日) (時間) (KJ/m

2

) (KJ/m

2

) (KJ/m

2

) (KJ/m

2

)

長野市 364 8753 29 186 58 1 県

松本市 365 8757 29 195 53 0 〃

　　ウ Ｂ領域紫外線量（280～315nm）
（ＵＶＢ：年間値）

最高値 最高値 最低値

 (日) (時間) (KJ/m

2

) (KJ/m

2

) (KJ/m

2

) (KJ/m

2

)

長野市 364 8753 0.78 8.30 2.03 0.01 県

松本市 365 8757 0.78 8.23 1.86 0.00 〃

　　エ 二酸化炭素 （ＣＯ
2
：年間値）

最高値 最低値 最高値 最低値

 (日) (時間) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm)

松本市 松本市臨空工業団地 31 744 398 463 371 414 383 県

松本市 松 本 市 野 尻 北 29 696 384 438 346 399 373 〃

塩尻市 塩尻市広丘野村 27 673 398 418 371 413 374 〃

松本市 松 本 市 山 の 神 30 739 386 430 363 396 372 〃

佐久市 佐 久 市 中 込 30 718 385 448 355 428 358 〃

下諏訪町 下諏訪町町屋敷 29 696 356 388 338 364 341 〃

松本市 松本市棚峯公園 31 744 419 466 395 433 400 〃

大気

環境

測定車

 市町村  測定局名

環境保全研究所

1時間値

松本

 測定局名

環境保全研究所

松本

日平均値

 市町村

有効測定

日数

測定時間 年平均値

1時間値

有効測定

日数

有効測定

日数

 市町村

有効測定

日数

測定時間

 市町村

環境保全研究所

松本

 測定局名

 測定局名

大気

環境

測定車

測定主体

測定主体

測定時間

1時間値

年平均値

日平均値

測定主体

日平均値

測定主体

1時間値

平均値

日平均値

年平均値

測定時間
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長野県公式ホームページ 

長野県内の大気常時監視、酸性雨、ダイオキシン類等の調査結果を提供しています。    

URL   http://www.pref.nagano.lg.jp/mizutaiki/kurashi/shizen/taiki/jokyo/kihon.html 

観測結果の速報値は URL http://www.nagano-taiki.jp 

    

    

 

 

大気汚染物質広域監視システム「そらまめ君」（環境省） 

大気汚染の状況について最新の情報（１時間毎の測定値）を提供しています。 

URL   http://soramame.taiki.go.jp/ 
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